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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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特集特集特集
川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！

P.2P.2P.2市制施行64周年・文化の日記念式典市制施行64周年・文化の日記念式典市制施行64周年・文化の日記念式典

八幡山古墳八幡山古墳八幡山古墳
はちはちはち まんまんまん やまやまやま こここ ふんふんふん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　八
はち

幡
まん

山
やま

古
こ

墳
ふん

は、藤
ふじ

原
わら

町
ちょう

にある直
ちょっ

径
けい

80メートルの円
えん

墳
ふん

で7世
せい

紀
き

前
ぜん

半
はん

に造
つく

られたと考
かんが

えられているんだ。

　八
はち

幡
まん

山
やま

古
こ

墳
ふん

の特
とく

徴
ちょう

はなんといっても石
せき

室
しつ

があること。この

石
せき

室
しつ

は、前
ぜん

・中
ちゅう

・後
こう

室
しつ

の3室
しつ

からなっていて、全
ぜん

長
ちょう

は16.7メー

トル。また、奈
な

良
ら

県
けん

明
あ

日
す

香
か

村
むら

の石
いし

舞
ぶ

台
たい

古
こ

墳
ふん

に匹
ひっ

敵
てき

する巨
きょ

大
だい

な

石
せき

室
しつ

であることから「関
かん

東
とう

の石
いし

舞
ぶ

台
たい

」とも呼
よ

ばれているんだ。

　石
せき

室
しつ

は土
ど

・日
にち

曜
よう

日
び

、祝
しゅく

日
じつ

（年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を除
のぞ

く）に公
こう

開
かい

している

から、ぜひ見
み

に来
き

て、古
こ

代
だい

ロマンを感
かん

じてくださいね。

 11月10日に開催された第34回行田商工祭・忍城時代
まつり。恒例イベントとなっている武者行列に、成田長親と甲斐姫が
馬に乗って登場しました。その姿を一目見ようと会場を埋め尽くした
観客に対して、笑顔で手を振る長親と甲斐姫。会場となった市役所周
辺は、まるで戦国時代にタイムスリップしたかのようでした。（関連記事
20ページ）

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

金
錯
銘
鉄
剣
の
語
る
古
代

行田

歴
史
系
譜

9

237

　

昭
和
53
年
（
1
9
7
8
）、
稲
荷
山
古
墳
出
土

の
鉄
剣
か
ら
1
1
5
文
字
の
金き

ん

錯さ
く

銘め
い

が
発
見
さ

れ
、「
世
紀
の
大
発
見
」
と
騒
が
れ
ま
し
た
。
鉄

剣
の
銘
文
を
今
の
言
葉
に
直
す
と
、
表
は
「
辛

亥
の
年
（
４
７
１
）
七
月
中
に
記
す
。（
私
の
名

は
）
ヲ
ワ
ケ
の
臣
。
遠
い
先
祖
の
名
は
オ
ホ
ヒ

コ
、
そ
の
子
（
の
名
）
は
タ
カ
リ
ノ
ス
ク
ネ
、

そ
の
子
の
名
は
テ
ヨ
カ
リ
ワ
ケ
、
そ
の
子
の
名

は
タ
カ
ヒ
シ
ワ
ケ
、
そ
の
子
の
名
は
タ
サ
キ
ワ

ケ
、
そ
の
子
の
名
は
ハ
テ
ヒ
」
裏
は
「
そ
の
子

の
名
は
カ
サ
ハ
ヨ
、
そ
の
子
の
名
は
オ
ワ
ケ
の

臣
。
先
祖
代
々
杖じ

ょ
う

刀と
う

人じ
ん

の
首
（
大
王
の
親
衛
隊

長
）
と
し
て
仕
え
て
今
に
至
る
。
ワ
カ
タ
ケ
ル

大
王
（
雄
略
天
皇
）
の
朝
廷
（
住
ま
い
）
が
、

シ
キ
の
宮
に
お
か
れ
て
い
る
と
き
、
私
は
大
王

が
天
下
を
治
め
る
の
を
助
け
た
。
何
回
も
た
た

い
て
鍛
え
あ
げ
た
よ
く
切
れ
る
刀
を
作
ら
せ
て
、

私
と
一
族
の
こ
れ
ま
で
の
大
王
に
仕
え
た
由
緒

を
書
き
残
し
て
お
く
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
鉄

剣
は
、
文
字
記
録
が
ほ
と
ん
ど
な
い
5
世
紀
後

半
の
大
和
朝
廷
の
様
相
な
ど
を
伝
え
る
超
一
級

の
資
料
な
の
で
す
。

　

で
は
、
こ
の
鉄
剣
と
共
に
稲
荷
山
古
墳
に
葬

ら
れ
た
人
物
は
ヲ
ワ
ケ
の
臣
な
の
で
し
ょ
う
か
。

稲
荷
山
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
物
と
ヲ
ワ
ケ
の
臣

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
ヲ
ワ
ケ
の
臣
は
、
大

王
が
天
下
を
治
め
る
の
を
補
佐
し
た
近
畿
地
方

の
豪
族
で
、
ヲ
ワ
ケ
の
臣
本
人
が
関
東
地
方
に

派
遣
さ
れ
、
鉄
剣
と
共
に
稲
荷
山
古
墳
に
葬
ら

れ
た
」、「
ヲ
ワ
ケ
の
臣
は
近
畿
地
方
の
豪
族
で
、

杖
刀
人
と
し
て
近
畿
地
方
に
赴
い
た
北
武
蔵
地

域
の
豪
族
の
子
弟
が
杖
刀
人
の
首
で
あ
る
ヲ
ワ

ケ
の
臣
に
仕
え
、
功
績
が
著
し
か
っ
た
の
で
ヲ

ワ
ケ
の
臣
か
ら
鉄
剣
を
与
え
ら
れ
、
鉄
剣
と
共

に
稲
荷
山
古
墳
に
葬
ら
れ
た
」、「
ヲ
ワ
ケ
の
臣
は

北
武
蔵
地
域
の
豪
族
で
、
近
畿
地
方
に
赴
い
て

杖
刀
人
の
首
を
務
め
、
鉄
剣
と
共
に
稲
荷
山
古

墳
に
葬
ら
れ
た
」
と
い
う
3
つ
の
説
が
あ
り
ま

す
。
ど
の
説
に
も
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
り
、

新
資
料
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
決
着
は
つ
か
な

い
状
況
で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
鉄
剣
と
共
に

稲
荷
山
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
物
が
大
和
朝
廷
と

強
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
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